
灼熱の荒野で発見された史上最大
のティラノサウルスの化石。この
「スー」の所有権をめぐる夢と闘争
の物語。現場写真、骨格の図など
の付録満載。 【韮山図書館所蔵】

｢ユージニア｣

恩田陸

角川書店

あの夏、１７人が毒を
飲まされて死んだ。現

場に残された謎の詩「ユージニア」。
見落とされていた“真実”が様々な
証言のもとに暴かれてゆく。

【韮山・長岡図書館所蔵】

｢在日｣   

姜尚中

講談社

２つの祖国、たび重な
る差別。悲壮な決意で

わたしは「永野鉄男」を捨てて「姜
尚中」を名乗ることにした。在日初
の東大教授の自伝。

【長岡図書館所蔵】

「スー　史上最大の
ティラノサウルス発掘｣

ピーター･ラーソン/クリスティン・ドナン

朝日新聞社

問合せ　
●中央図書館 電話０５５８‐７６‐５５６６

休館日９月５日（月）･１２日（月）･１９日（月）･２０日（火）
２３日（金）･２６日（月）･３０日（金）

●長岡図書館 電話０５５‐９４７‐２３６４
休館日９月１９日（月）･２３日（金）･３０日（金）

●韮山図書館 電話０５５‐９４９‐８６０５
休館日９月５日（月）･１２日（月）･１６日（金）･１９日（月）
２３日（金）･２６日（月）･２８日（水）･２９日（木）･３０日（金）

｢古道具　中野商店｣

川上弘美

新潮社

舞台は東京の古道具
店。ここでアルバイト

する“わたし”とここに集うユニー
クな人々の物語。不器用な恋あり、
世代を超えた友情あり。幸福感あふ
れる長編小説。 【韮山図書館所蔵】

｢花まんま｣

朱川湊人

文藝春秋

大阪の路地裏を舞台
に、今は失われてしまった大切なも
のを思い出させてくれる６篇の作品
集。第１３３回直木賞受賞作。

【長岡図書館所蔵】

｢駿河湾に沈んだ

ディアナ号｣

奈木盛雄

元就出版社

ディアナ号は駿河湾の
どこに沈んだのか。時代背景ととも
に代船ヘダ号の建造や密航者の出
現、下田・戸田の民俗も混じえて解
明する。 【中央図書館所蔵】

｢灰色の北壁｣

真保裕一

講談社

天才クライマーの悲運
の死。標高７，０００メー

トルの北壁で彼が見たものは何か。
表題作ほか全３編の山岳ミステリー
集。

【中央・長岡図書館所蔵】

｢

｣

橋本治

筑摩書房

学校になじめず、友達
もいない、勉強もできないケンタく
ん。でも彼にも小さな変化が。教育
とは、勉強とは何かを考える小説全
３巻の１巻目。 【長岡図書館所蔵】

｢キリック翼の冒険者｣

クライヴ・ウッドオール

大嶌双恵／訳

ソニー・マガジンズ

平和な鳥王国（バード
ダム）に存亡の危機がおとずれた。
王国の未来を守る知恵を授けられた
“キリック”の冒険を描くファンタ
ジー。 【中央・長岡図書館所蔵】

｢しまうまのさんぽ｣

Ｕ.Ｇ.サトー

福音館書店

しまうまの兄弟がお散
歩していると、シマ模様が“ピアノ
の鍵盤”になっちゃった。川べりを
歩くと、“波”に早変わり。お散歩
が何倍も楽しくなる絵本。

【中央・韮山図書館所蔵】
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企画展と
十五夜観月会
のお知らせ

今月の
新刊図書

講
　
師

鈴
木
薫
　
氏

参
加
費

無
料
　

※
五
回
の
講
習
会
に
出
席
で
き
る

人
に
限
り
ま
す

申
込
み

九
月
七
日
（
水
）
〜
二

十
九
日
（
木
）
の
間
に

中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ

ー
ま
た
は
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
中
央
図
書
館
　

電
話
０
５
５
８（
７
６
）

５
５
６
６

現
在
、「
伊
豆
の
国
の
民
話
と

伝
説
」
を
開
催
中
で
す
。
市
内
に

残
る
多
く
の
民
話
や
伝
説
を
と
り

ま
と
め
、
分
布
図
や
一
覧
表
で
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

旧
伊
豆
長
岡
地
区
か
ら
は
、

頼
政
よ
り
ま
さ

と
あ
や
め
御
前
ご
ぜ
ん

（
古
奈
）、

池
田
の
大
蛇
（
北
江
間
）
、

江
間
堰

え
ま
せ
ぎ

の
人
柱
（
天
野
）
等
を
展

示
。
旧
韮
山
地
区
か
ら
は
、

蛭
ケ
小
島

ひ
る
が
こ
じ
ま

と
頼
朝
よ
り
と
も

（
四
日
町
）、

餅
売
り
姥う
ば

（
原
木
）、
独
楽
こ

ま

廻
し

の
一
兆

い
っ
ち
ょ
う
さ
ん
（
奈
古
谷
）
な
ど
を

展
示
。
旧
大
仁
地
区
か
ら
は
、

鳴
石
な
る
い
し

さ
ん
（
三
福
）、
佐
司
衛

さ

じ

え

ど

ん
と
狸

た
ぬ
き

（
浮
橋
）
、
女
塚

お
ん
な
づ
か

伝
説

（
田
中
山
）
な
ど
を
と
り
あ
げ
、

イ
ラ
ス
ト
や
影
絵
な
ど
で
解
説
し

て
い
ま
す
。

今
年
四
月
一
日
に
伊
豆
の
国
市

も
将
来
構
想
を
模
索
し
つ
つ
産
声

を
あ
げ
ま
し
た
。

「
江
戸
幕
府
の
代
官
だ
っ
た
江

川
英
武
（
三
十
八
代
）
は
、
江
戸

幕
府
か
ら
明
治
政
府
へ
と
社
会
体

制
が
大
き
く
変
革
し
た
維
新
を
乗

り
越
え
、
そ
の
支
配
地
を
継
承
す

る
形
で
初
代
韮
山
県
知
事
に
任
命

さ
れ
た
…
。」

幕
府
の
代
官
か
ら
新
政
府
の
県

知
事
へ
転
身
と
い
う
希
有
な
体
験

を
し
た
江
川
英
武
に
着
目
し
、
誕

生
か
ら
晩
年
ま
で
の
彼
の
生
き
方

を
見
つ
め
た
展
示
を
し
ま
す
。

彼
の
姿
は
、
変
革
期
に
直
面
し

て
い
る
私
た
ち
に
何
か
を
語
り
か

け
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

旧
上
野
家
住
宅
の
茅
屋
根
を
長

持
ち
さ
せ
る
た
め
、
い
ろ
り
に
火

を
入
れ
て
燻
ら
せ
ま
す
。
こ
れ
に

あ
わ
せ
て
十
五
夜
観
月
会
を
行
い

ま
す
。

住
宅
や
十
五
夜
の
行
事
な
ど
の

説
明
を
し
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

図
書
館
で
は
、
子
供

た
ち
の
読
書
環
境
の
整

備
を
支
援
す
る
た
め
、

読
み
聞
か
せ
講
座
を
行

い
ま
す
。

本
を
読
ん
で
あ
げ
た

い
け
れ
ど
、
ど
う
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
、
す
で
に
読
み
聞
か

せ
を
し
て
い
る
け
ど
自

信
が
な
い
と
い
う
人
、

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

読み聞かせ講座読み聞かせ講座日　時

１０月１４日･２８日
１１月１１日･２５日
１２月９日いずれも金曜日
１０：００～１２：００

会　場 中央図書館
定　員 ２０人（定員になり

次第締切り）

―
大
仁
展
示
室
企
画
展
―

伊
豆
の
国
の

民
話
と
伝
説

日　時 １０月３０日（日）まで
９：００～１７：００

休館日 毎週月曜日、

月末の金曜日

会　場 中央図書館

２階展示室　

入館料 無料

―
韮
山
郷
土
史
料
館
企
画
展
―

最
後
の
代
官

江
川
英
武

日　時 ９月２日（金）～

平成１８年２月２８日（火）

９：００～１６：３０

休館日 毎週水曜日

会　場 韮山郷土史料館（江川邸裏門横）

入館料 市民は１００円

※江川邸との共通入場券は２００円
韮山代官当時の
江川英武

十
五
夜
観
月
会

問合せ 社会教育課　
電話０５５‐９４９‐６８０９

●訂正とお詫び●

先月号に間違いがあ
りましたので、訂正し
お詫び申し上げます。

２８ 熊野神社の社→杜
２９ 広瀬神社の社→杜

日　時 ９月１８日（日）

１６：３０～２０：００

※雨天中止　

会　場 蛭ケ小島歴史民俗資料館

（県指定「旧上野家住宅」）

参加料 無料　

展示のようす


